
ご存じですか？ 生涯学習推進事業助成金制度 
 

「人生 100 年時代」と言われる今日。わたしたちは、生涯にわたって、家庭や学校・地域社

会で学び続けます。学び合い、高め合う生涯学習活動は、コミュニティの醸成や地域の文化力

の向上、さらには、健康長寿にもつながります。 

各自治会等では、様々な生涯学習活動が行われており、生涯学習推進活動だより「自遊学」

ではその一端を紹介しています。 

市では、生涯学習活動が活発に行われるようにと、事業を推進いただく団体またはサークル

に対しての助成金制度を設けています。 
 

※ 行政等から補助金等を受けておられる団体（自治会等）が主催される事業については、 

この補助金は受けられません。 

 

助成金制度の対象となる事業内容は、以下のようなことが考えられます。 

① 研究・調査の事業    ② 情報等の収集とその提供    ③ 学習会・講座の開催   

④ 啓発イベントの開催  ⑤その他生涯学習の推進に寄与する意義ある適切な事業 

 

過去の助成事業例（学習内容とねらい）として以下のようなものがあります。 

「校区の歴史や文化を学ぶ」 

  ねらい：古い写真を持ち寄り、変遷を知って後の世代に伝えるため 

「ガーデニング教室」 

  ねらい：ガーデニングの基本を知り、緑ある豊かな生活のため 

「朱印帳づくり」 

  ねらい：ものづくりの楽しさを味わうとともに、文化に親しむきっかけづくり  

      とするため 

詳しくは、長岡京市ホームページをご覧ください。 

まずは、生涯学習課にご相談ください！ TEL：075-955-9534 
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２月 19 日（水）に、馬場自治会自主防災会にて滋賀県庁の滋賀県

危機管理センターに行ってきました。 

天候にも恵まれ、自治会員 21 名が参加し、県の役員の方に災害に

備える大切さを学びました。センター内を案内していただき、最新設

備などを見学することができました。 

その後、琵琶湖の高速遊覧船で琵琶湖大橋までのクルーズを楽しみ

ました。ひさびさに訪れた大津駅前は、再開発事業によりとても美し

い街となっていました。 
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馬場自治会  「 自 主 防 災 会 」 



【問合せ】 長岡京市教育委員会 生涯学習課生涯学習・文化財係 電話：075-955-9534  ＦＡＸ：075-954-8500 

                                                         EMAIL：syougaigakusyu@city.nagaokakyo.lg.jp 

 

 

長岡第六小学校区 「 長 六 ま つ り 」 

長岡第九小学校区 「 ふるさと祭り 」 

２月 16 日(日)、あいにく雨の中での開催となりました。開会行事後

のアトラクションでは、北開田響太鼓や児童館の子どもたちによる勇

壮な和太鼓の響きが会場の体育館いっぱいに広がりました。続いて、

長岡中学校吹奏楽部による演奏や子どもたちのヒップホップダンスが

披露され、「第 40 回長六まつり」が開幕しました。 

アトラクションの後は、子どもたちが楽しみにしているコーナーが

始まりました。校舎内でのコーナー設営となりましたが、こま回しや

科学・工作あそび、プラバンなど、どこのコーナーからも楽しく遊ぶ

子どもたちの声が聞こえていました。北駐車場には、うどんやフラン

クフルトなどの「食べ物コーナー」が設営され、たくさんの子どもた

ちや地域の方々が訪れ、楽しい一日を過ごされました。 

長岡第八小学校区  「 友 好 祭 」 

【ご案内】 
生涯学習課では、各自治会等での取組を「生涯学習推進活動だより『自遊学』」に随時掲載し、各自

治会にお届けしています。 
各自治会等で取組を実施されます際には、日時・内容等を事前にご案内いただけましたら取材に伺い

ます。また、お伺いできなかった取組につきまして、内容等を事後にご報告いただきましたら、「自遊
学」でご紹介させていただきます。 

２月 16 日(日)、「長岡第九小学校区 ふるさと祭り」が開催されま

した。このお祭りは、校区の皆さんの交流の場として、また、子ども

たちの体験の場として開催されるもので、第 37 回を迎えました。 

当日は雨の中、たくさんの子どもたちや地域の方が集まって来られ、

体育館での開会セレモニー。小学生の子どもたちと和太鼓「あいあい

クラブ」さんとの和太鼓演奏や小学生のリズムに乗ったヒップホップ

ダンスが披露され、お祭りムードは一気に盛り上がりました。 

 その後、子どもたちは、体育館やふるさとセンター内に準備された

スポーツ遊びや手作り工作、オセロ、将棋などを楽しみました。また、

昇降口付近では、昔ながらの杵と石臼を使った「餅つき」が行われて

いたり、フランクフルトやポップコーンなどの模擬店が出たりして、

とても賑わっていました。 

２月 23 日(日)、好天に恵まれ、長岡第八小学校区地域コミュニティ

協議会主催の「友好祭」が開催されました。地域住民の親睦の輪を広

げることをねらいとしたこの「友好祭」は、第 40 回目を迎えました。 

午前 10 時。体育館にはこの日を楽しみにしていた子どもたちや地

域の方々が大勢集まり、オープニングです。まずは、長岡第八小学校

音楽クラブの演奏。ハンドベルの優しい音色に、皆さん聞き入っての

スタートです。続いて長岡第三中学校吹奏楽部の演奏が館内に響き渡

りました。昭和の流行曲や平成のドラマ主題曲のメドレーなど、たっ

ぷり聴かせていただきました。その後は、お楽しみの「スポーツのつ

どい」「文化・遊びのつどい」「模擬店のつどい」。体育館や運動場・

中庭からは、楽しそうな声が響いていました。 


